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株式会社ディーアンドエムホールディングス 

 

ハイエンドのオーディオ/ホームシアターの老舗専門メーカー、 

マッキントッシュ・ラボラトリーを買収へ 

デノン、マランツに続き、マッキントッシュが 

ディーアンドエムホールディングスの第3のプレミアムAVブランドに 

 

株式会社ディーアンドエムホールディングス（東証 2部：6735、本社：神奈

川県相模原市、代表取締役社長：株本 辰夫）は本日、カーオーディオ、エ

レクトロニクス機器メーカーのクラリオン株式会社の子会社であるクラリオ

ン・コーポレーション・オブ・アメリカから、高級オーディオ機器メーカー

として世界的な名声を誇る、マッキントッシュ・ラボラトリーを買収する最

終合意書を締結致しました。 
 

買収金額等の財務条件は公表しておりません。 

 

マッキントッシュ・ラボラトリー（本社：ニューヨーク州ビンガムトン）は、

53 年の歴史を誇る、ハイエンドのオーディオ、ホームシアター、カーオーデ

ィオ製品の設計・製造を行う企業で、マッキントッシュブランドは、品質、

高性能、クラフトマンシップ、そして消費者への優れたサポートとサービス

に定評があります。マッキントッシュの年間売上高は約 2,300 万ドル、2002

年度のディーアンドエムホールディングスの業績への影響はごく僅かにとど

まる見込みですが、2003 年度にはこの買収を通じて一株当たりの利益は増加

する見通しです。 

 

ディーアンドエムホールディングスの代表取締役社長兼 CEO、株本辰夫は、

マッキントッシュブランドの買収は、オーディオ/ビジュアル業界の代表的な

プレミアム・ブランドの買収を通じてリーダーシップを確立するという当社

の戦略に基づいたものだとし、次のように述べています。「マッキントッシ

ュは世界最高のブランドのひとつです。同社は多くのオーディオ愛好家に支

持されており、ブランドロイヤルティの高い顧客基盤を擁しています。また、

マッキントッシュが全世界に持つディーラーネットワークを得ることにより、

現在の当社の流通チャンネルとの間にシナジー効果を産み出すことになるで

しょう」。 

 

デノンとマランツと同様、マッキントッシュブランドは、独自の営業・マー

ケティングの部門を持つ独立したブランドとして維持されることになります。

デノンは 90 年以上も前に設立された日本で最も歴史のあるオーディオ・メー

カーであり、マランツはニューヨークでソウル･マランツ氏が設立して以来、

2003 年で設立 50 周年を迎えるオーディオ・メーカーです。 
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マッキントッシュは、1949 年にフランク・マッキントッシュ氏によって設立

され、1990 年にクラリオン株式会社の子会社クラリオン・コーポレーショ

ン・オブ・アメリカによって買収されました。 

 

今回の買収取引について、マッキントッシュ・ラボラトリーのチャールズ・

M・ランドール社長は次のように述べています。「当業界のプレミアム AV ブ

ランドであるデノンとマランツの陣営に参加する機会が得られ、心躍らせて

います。両社とも当業界で長年にわたり、大いに尊敬される実績を残してお

り、我々を含む 3つのブランドはいずれも、今後ともそれぞれのマーケット

で最高品質の製品を提供し続けていきます」。 

 

 

 

株式会社ディーアンドエムホールディングスについて 

株式会社ディーアンドエムホールディングス（東証2部：6735）は、神奈川県

相模原市に本社のある、株式会社デノンと日本マランツ株式会社の100％親会

社です。株式会社デノンと日本マランツ株式会社は高級オーディオ／ビジュ

アル製品の製造と販売で長年に渡る経験を持ち、共にホームシアター、家庭

用オーディオ／ビジュアル製品、および業務用オーディオ製品市場において、

世界の業界をリードしています。 

 

 

マッキントッシュ・ラボラトリーについて 

マッキントッシュ・ラボラトリー（本社：ビンガムトン、ニューヨーク）は

53年に渡って2チャンネル・オーディオ、ホームシアター、スピーカー、カー

オーディオなどの分野でハイエンドのオーディオ製品を作ってきました。全

てのマッキントッシュ製品の製造はニューヨークのビンガムトンで行われ、

プレミアム・オーディオ製品としての、品質の良さと性能の高さは、世界中

に知られています。 

 

 

※本資料中の株式会社ディーアンドエムホールディングスに関する記述のう

ち、歴史的事実に関するもの以外の記述には、同社に発生する将来の出来

事または同社の業績に関する、将来予測に基づく記述が含まれています。

これらの記述はあくまで予測であり、実際の出来事または業績とは大きく

異なることがあることをご忠告いたします。将来予測に基づく記述には、

同社製品に対する市場の反応、技術の変化、今後確立される業界標準、そ

の他の要因を取り巻く、いくつかのリスクや不確実性が伴います。 
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